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新
た
な
上
野
原
市
立
病
院
が

10
月
1
日
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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上
野
原
市
立
病
院
の
運
営
は
10
月
１
日
か
ら
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
す
べ
て

の
地
域
の
す
べ
て
の
方
々
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を
目
指
し
て
」
と
い
う
地
域
医
療
振
興
協
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
市
立
病
院
の
理
念
で
あ
る
「
い
の
ち
の
尊
さ
を
重
ん
じ
、
心
温
ま
る
医
療
を
め
ざ
し
ま
す
」
を

受
け
継
ぎ
、
市
民
の
皆
様
に
ま
す
ま
す
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
新
卒
医
師
研
修
制
度
導
入
を
発
端
に
し
た
全
国
的
な
勤
務
医
不
足
は
極
め
て
深
刻
で
、
大
学
か
ら
医
師
派
遣

を
受
け
て
い
る
地
域
の
病
院
は
、
存
続
に
か
か
わ
る
大
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
上
野
原
市
立
病
院
も
、
平
成
16
年
に

17
名
が
い
た
常
勤
医
師
は
、
3
年
間
に
徐
々
に
減
り
、
平
成
19
年
4
月
に
は
3
名
と
い
う
大
変
厳
し
い
状
態
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
地
元
医
師
会
の
ご
協
力
や
、
山
梨
県
な
ど
の
ご
支
援
に
よ
り
、
最
低
限
の
診
療
体
制
は
な
ん
と
か
維

持
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
2
年
間
、
病
院
再
生
に
つ
い
て
上
野
原
市
と
協
議
を
重
ね
、
上
野
原
市
議
会
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
市
立
病

院
施
設
の
所
有
は
市
で
、
運
営
を
民
間
に
委
ね
る
形
態（
公
設
民
営
）が
最
良
の
選
択
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
年
1
月
、
運
営
を
任
せ
る
指
定
管
理
者
と
し
て
地
域
医
療
振
興
協
会
と
契
約
を
結
び
、
約
9

か
月
の
準
備
・
調
整
期
間
を
経
て
、
10
月
か
ら
運
営
が
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
公
設
民
営
手
法
は
、

奇
し
く
も
昨
年
12
月
の
総
務
省
通
達
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
も
の
に
な
り
、
改
革
を
先
ど
り
す

る
形
に
な
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
と
し
て
常
勤
医
師
の
確
保
、
病
院
運
営
の
健
全
・
安
定
化
を
図
る
た
め
、
本
年
4
月
か
ら
前
倒
し
の
形

で
4
名
の
内
科
常
勤
医
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら
の
常
勤
医
師
数
は
、
内
科
5
名
、
脳
神
経
外
科
1
名
、
整

形
外
科
1
名
の
7
名
で
す
。
今
後
も
内
科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、
外
科
の
医
師
を
順
次
確
保
し
、
入
院
体
制
を

強
化
し
て
平
成
23
年
7
月
開
院
予
定
の
新
病
院
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会

上
野
原
市
立
病
院
長（
管
理
者
）

両
角
　
敦
郎

新
た
な
上
野
原
市
立
病
院
が

10
月
1
日
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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主
な
診
療
体
制
・
事
業
計
画

●
入
院

・
内
科
、
脳
神
経
外
科
の
ほ
か
、
整
形
外
科

に
お
い
て
も
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
再

開
し
ま
す
。

・
外
科
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
早
い
時
期

か
ら
の
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

・
病
床
数
は
運
営
開
始
当
初
の
当
面
の
間
、

現
在
稼
働
し
て
い
る
病
床（
70
床
）と
し
、

患
者
さ
ん
を
適
切
に
受
け
入
れ
が
で
き
る

よ
う
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

●
外
来

・
現
在
診
療
し
て
い
る
診
療
科
を
継
続
し
ま

す（
内
科
、
循
環
器
科
、
小
児
科
、
外
科
、

肛
門
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
皮

膚
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
放
射
線
科
）

・
小
児
科
の
非
常
勤
医
師
に
よ
る
午
前
中
の

外
来
診
療
や
、
市
の
保
健
事
業（
学
校
検

診
、
予
防
接
種
、
乳
児
検
診
等
）を
こ
れ

ま
で
同
様
に
実
施
し
ま
す
。

・
土
曜
日
の
診
療
を
再
開
し
ま
す
。
当
面
の

間
は
内
科
医
に
よ
る
総
合
的
診
療
の
範
囲

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
今
後
地
元
医
師

会
と
協
議
調
整
の
う
え
、
2
次
医
療
機
関

と
し
て
適
切
な
土
曜
診
療
体
制
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
救
急
医
療

・
上
野
原
地
域
の
2
次
救
急
医
療
機
関
と
し

■名　　称　上野原市立病院
■管 理 者　両角　敦郎
■病 床 数 一般病床150床
■診 療 科 内科、循環器科、小児科、外科、肛門科、整形外科、脳

神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻
咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

■受付時間 月曜日～金曜日　午前8時～11時30分、午後2時～4時
（午後診療がある科のみ）土曜日　午前8時～11時30分

※救急患者については随時受け付けします。
■休 診 日 日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

て
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
附
属
診
療
所

■
西
原
診
療
所

・
平
成
19
年
2
月
か
ら
休
止
し
て
い
る
西
原

診
療
所
の
診
療
を
再
開
し
ま
す
。

・
西
原
診
療
所
で
は
月
2
回（
第
1
・
第
3

月
曜
日
）の
午
前
中（
9
時
〜
11
時
30
分
）

の
受
け
付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
秋
山
診
療
所

・
10
月
1
日
か
ら
、
上
野
原
市
国
民
健
康
保

険
診
療
所（
秋
山
診
療
所
）が
新
た
に
市
立

病
院
附
属
秋
山
診
療
所
へ
と
運
営
形
態
が

変
わ
り
ま
す
。

・
秋
山
診
療
所
で
は
週
4
日（
月
〜
水
曜
日
、

金
曜
日
）の
午
前
中（
8
時
〜
11
時
30
分
）

の
診
療
受
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
月
曜

日
に
つ
い
て
は
午
後（
2
時
〜
4
時
）の
診

療
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

・
秋
山
診
療
所
が
行
っ
て
い
た
訪
問
診
療
や

秋
山
地
区
の
学
校
保
健
事
業
等
へ
も
対
応

す
る
予
定
で
す
。

・
い
ず
れ
の
診
療
所
へ
も
、
市
立
病
院
の
医

師
が
交
替
で
出
張
し
、
診
療
に
あ
た
る
形

態
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
事
業

・
訪
問
看
護
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

・
市
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
健
康
診
断
や

健
康
指
導
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く



午前

午前
午後

午前

午前

午後
午後
午前
午前
午後

午前

午前

午前
午後
午前
午後
午前

午前

午後

診療科

内科

小児科
小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科
肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

診療時間等
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・
地
域
災
害
支
援
病
院
と
し
て
災
害
時
の
医

療
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

●
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
平
成
19
年
8
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
継
続
し
し

ま
す
。

○
営
業
日

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
お
よ

び
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
ま
で
は
除
く
）

○
営
業
時
間

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

○
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時
40
分

○
利
用
定
員

20
名

○
サ
ー
ビ
ス
内
容

機
能
訓
練
、
入
浴（
一

般
浴
）、
食
事
の
提
供
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

送
迎
、
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
短

期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
介
護
給

付
）、
運
動
機
能
向
上（
介
護
予
防
）

○
利
用
料
等

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基

準
に
よ
る
も
の
と
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
が

法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
１
割
の
額

○
食
費
等

昼
食
500
円
、
お
や
つ
100
円（
い

ず
れ
も
実
費
）

○
事
業
の
実
施
地
域

上
野
原
市
、
大
月
市

梁
川
町
、
相
模
原
市
藤
野
町

※
10
月
以
降
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
下
記

の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院（
蕁
62
│

5
1
2

1
）

《上野原市立病院　外来診療のご案内》　　平成20年10月1日現在

●受付時間 月曜日～金曜日　午前8時～11時30分・午後2時～4時　土曜日　午前8時～11時30分
※診療体制については、病院や医師の都合等で変更になることがあります。

毎週

第1.3.5週
第2.4週
毎週
第1週

毎週

毎週
第1.3.5週
第2.4週
第2週

毎週
毎週
毎週

毎週

毎週
第2.3.4週
毎週
毎週
毎週
毎週
第1.3週

毎週

第1.3週
第2.4.5週

月曜日

両角
小平
梶原

井原
津久井（由）
下山

長坂

栗原

栗原
柴垣
柴垣
今村
井山
地場

小林
小林
小池

津久井（大）

小池
櫻林

火曜日

櫻林
村田

津久井（大）
石井

黒田

長坂

相川

相川

井山

今村

水曜日

両角
津久井（大）
津久井（由）
二階堂

喜瀬

長坂

栗原

栗原

戸島
間渕

水越
水越
長尾
長尾

今村

木曜日

村田
津久井（由）

津久井（大）
山本
海野

角野（予約）
仙北谷・
若井・黒田

柴
三浦

平良（予約）

今村

大野（予約）

金曜日

両角
中村

毛利

宮川

長坂

岡本（予約）

川村
川村
今村
古屋

松岡
松岡

村田・
津久井（由）

土曜日

常勤内科医
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休
日
・
夜
間
に
お
子
さ
ん
が
急
な
発
熱
な

ど
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
小
児
科
医
の

診
療
を
受
け
ら
れ
る
新
し
い
体
制
が
10
月
30

日
、
富
士
・
東
部
地
域
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

新
し
い
医
療
体
制
は
？

軽
症
患
者
は
、
富
士
吉
田
市
内
に
設
置
す

る
「
小
児
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」
で
診

察
を
行
い
、
入
院
が
必
要
な
重
症
患
者
は
、

富
士
・
東
部
地
域
の
3
つ
の
病
院（
富
士
吉

田
市
立
病
院
、
山
梨
赤
十
字
病
院
、
都
留
市

立
病
院
）が
交
替
で
対
応
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

休
日
・
夜
間
に
救
急
患
者
が
殺
到
し
、
円

滑
な
初
期
救
急
医
療
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
通
常
の
診
療

時
間
内
に
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で
受
診
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平　日

土曜日

休日（日曜、祝日、年末年始
12月29日～1月3日）

受付時間

午後7時30分～11時30分

午後2時30分～11時30分

午前8時30分～午後11時30分

診察時間

午後8時～午前0時

午後3時～午前0時

午前9時～午前0時

※センターの受付時間終了後の診察は、甲府市内の小児初期救急医療センター（蕁055－
226－3399）で対応します。

●受付時間および診察時間

●センターの場所

富士北麓総合医療センター2階（富士
吉田市緑ヶ丘2丁目7－21）（蕁0555－
24－9977）

留
意
事
項

・
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
セ
ン
タ
ー
の
状
況
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

・
頭
部
打
撲
、
や
け
ど
、
ケ
ガ
、
骨
折
等
の

外
科
的
疾
患
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
異
物
の
飲
み
込
み
に
つ
い
て

も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

・
こ
の
体
制
は
、
従
来
の
小
児
救
急
医
療
体

制
に
替
わ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
下
記

の
時
間
内
の
軽
症
患
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
て
こ
の
新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
診
察

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
医
務
課（
蕁
0
5

5
―

2
2
3
―

1
4
8
0
・
蕭
0
5
5
―

2

2
3
―

1
4
8
6
）

税源移譲後 ●富士・東部小児初期救急
　医療センター　

竜ヶ丘1丁目
交差点

○市民会館

文
下吉田第二小

ハローワーク
○

新倉郵便局
〒

検察庁
○

簡易裁判所
○

新
た
な
小
児
救
急
医
療
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

新
た
な
小
児
救
急
医
療
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

富
士
・
東
部
地
域
の

富
士
・
東
部
地
域
の

 
富
士
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東
部
地
域
の 

 

新
た
な
小
児
救
急
医
療
体
制
が
ス
タ
ー
ト
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ま
す

新
た
な
小
児
救
急
医
療
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

 

新
た
な
小
児
救
急
医
療
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

富
士
・
東
部
地
域
の 

富
士
・
東
部
地
域
の 

 



平成19年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

■⑤資金不足比率
公営企業会計に係る資金不足の事業規模に対する
割合

■③実質公債費比率
一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の
標準財政規模に対する割合の3か年平均値

■②連結実質赤字比率
一般会計等、特別会計（公営企業を除く）の実質収支額と
公営企業会計の資金不足・剰余額の合計が赤字になった
場合における標準財政規模に対する赤字額の割合

団体
区分

会計・団体名等

一般会計

教育奨励資金特別会計
国民健康保険特別会計
（事業勘定）

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）
老人保健特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
病院事業会計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計

会計
区分

一般
会計

特別
会計

対象範囲
地方財政状況
調査表上の区分

普通会計
（一般会計等）

公営事業会計
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平成19年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

■①実質赤字比率
一般会計等の実質収支額の合計が赤字となった場合にお
ける標準財政規模に対する赤字額の割合

実質赤字　
比 率

一般会計等（表1参照）の実質赤字額（＊2）
標準財政規模（＊1）＝ 連結実質

赤字比率
全会計（表1参照）の実質赤字額（＊3）

標準財政規模＝

実質公債

費 比 率

（地方債の元利償還金＋準元利償還金（＊4））
－（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に
係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金

に係る基準財政需要額算入額）

＝

資金不足
比 率

資金の不足額（＊6）－解消可能資金不足額（＊7）
事業の規模（＊8）＝

広域連合
山梨県東部広域連合、山梨県後期高齢者医療広域連合組合
一部事務組合
東部地域広域水道企業団、山梨県市町村総合事務組合、山梨県
市町村自治センター、山梨県市町村議会公務災害補償等組合

地方公社・第三セクター等（該当なし）

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

⑤
資
金
不
足
比
率

※
公
営
企
業
会
計
毎
に
算
定

■表1 平成19年度決算に基づく健全化判断比率等の対象範囲

法適用企業
法非適用
企業

うち
公営企業会計

上
野
原
市

数年前に起こった地方自治体の財政破綻等の影響から、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成19年6
月に制定され、この法律に関する財政指標を平成19年度決算から市民のみなさんに公表することが法律で義務付けら
れました。それを受けて今回は、「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」、「実質公債費比率」、「将来負担比率」およ
び「公営企業の資金不足比率」の5指標についてお知らせします。

■④将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規
模に対する割合

将来負担
比 率

将来負担額（＊5）－（充当可能基金額＋
特定財源見込額＋地方債現在高等に係る

基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利
償還金に係る基準財政需要額算入額）

＝



平成19年度

上野原市
指　　標

病院事業会計

公共下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

★早期健全化基準
この比率が1つでも早期健全化基準を上回ると、財政健
全化計画を策定し、議会の議決を経るとともに外部監査
の要求が義務付けられ、計画の実施状況等を毎年度議会
に報告することとなります。また、早期健全化が著しく
困難と認められるときは県知事から必要な勧告が行われ
ます。
★財政再生基準
この比率が財政再生基準を上回ると、財政再生計画を策
定し、議会の議決を経るとともに外部監査の要求が義務
付けられ、実施状況の報告・公表に加え、財政再生計画
を総務大臣に協議し、同意を求めることとなります。ま
た、財政運営が計画に適合しないと認められる場合等に
おいては、予算の変更等が国から勧告されます。
★経営健全化基準
早期健全化基準に相当するもので、各公営企業会計の資
金不足比率がこれを上回れば経営健全化計画の策定が義
務付けられます。

7 広報うえのはら　平成20年10月号　　　　　

経営健全化

基準

20.0

20.0

20.0

指　　標

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

（3か年平均）

④将来負担比率

平成19年度

上野原市

15.1

128.8

早期健全化

基準

13.98

18.98

25.0

350.0

財政再生

基準

20.0

40.0

35.0

■表2 健全化判断比率　　　　　　　　　　【単位：％】

■表3 ⑤資金不足比率　　　　　　　　　　【単位：％】

上野原市は、表2・3のとおり早期健全化基準および経

営健全化基準を上回った指標は1つもありませんでした。

これらの指標の算定結果については、平成20年8月に監

査委員の審査を受け、その審査結果に基づく意見を付し

たうえで平成20年9月の定例議会に報告したところです。

監査委員からは当該指標に対する財政状況は良好である

との意見を受けましたが、依然として市の財政は厳しい

状況にあります。

監査委員からの指摘事項の中にも今回の指標だけで良

と判断せず、市の財政規模に見合った財政計画が必要で

あるとの意見をいただきました。今後は、事業の優先順

位や選択など、市民のみなさんのご理解ご協力をいただ

きながら、引き続き行財政改革を進めていきます。

《用 語 解 説》

（＊1）標準財政規模
・標準税収入額等、普通交付税および臨時財政対策債
発行可能額の合計額

※標準税収入額等＝市税、地方道路譲与税、自動車重
量譲与税、交通安全対策特別交付金および児童手当
特例交付金の合計額

※臨時財政対策債発行可能額＝本来普通交付税として
国が交付すべき額の一部を、地方自治体が直接借り
入れを行う借入限度額（この地方債の元利償還金につ
いては、後年度に普通交付税の基準財政需要額に全
額算入されます）

（＊2）一般会計等の実質赤字額
・実質赤字額＝繰上充用額＋（支払繰延額＋事業繰越額）
・繰上充用額＝歳入不足のため、翌年度歳入を繰り上
げて充用した額

・支払繰延額＝実質上歳入不足のため、支払いを翌年
度に繰り延べた額

・事業繰越額＝実質上歳入不足のため、事業を繰り越
した額

（＊3）全会計の実質赤字額（イ＋ロ）－（ハ＋ニ）
（イ）一般会計および公営企業以外の特別会計の実質

赤字の合計額
（ロ）公営企業の資金の不足額の合計
（ハ）一般会計および公営企業以外の特別会計の実質

黒字の合計額
（ニ）公営企業の資金の剰余額の合計
（＊4）準元利償還金
・公営企業における地方債の償還の財源に充てたと認
められる一般会計からの繰入金等

（＊5）将来負担額
・一般会計等の地方債現在高、一般会計等以外の会計
の地方債の元金償還金に対する繰出金、債務負担行
為支出予定額、退職手当支給予定額、連結実質赤字
額および他団体への一般会計等の負担見込額などの
合計額

（＊6）資金の不足額
・法適用企業（表1参照）
流動負債＋算入地方債－流動資産額

・法非適用企業（表1参照）
繰上充用額＋支払繰延額・事業繰越額＋算入地方
債

※算入地方債＝建設改良費等以外の経費の財源に充て
るために借り入れた地方債の現在高

（＊7）解消可能資金不足額
・事業の性質上、事業開始後一定期間に構造的に資金
の不足額が生じる等の事情がある場合において、資
金の不足額から控除される一定の額

（＊8）事業の規模
・法適用企業の場合は、営業収益の額一受託工事収益
の額

・法非適用企業の場合は、営業収益に相当する収入の
額一受託工事収益に相当する収入の額

※詳細はホームページをご覧ください。

●問い合わせ 企画課財政担当（蕁62－3118）



実施医療機関名

ナツメ外科医院
川原医院
鈴木医院
長田クリニック
山本内科クリニック
山下クリニック
うえのクリニック
西井クリニック
上野原梶谷整形外科
三生会病院
上野原市立病院付属秋山診療所
上野原市立病院
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B
型
肝
炎
、
C
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
治
療
に
対
す
る
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。現

在
治
療
中
の
方
、
こ
れ
か
ら
治
療
を
始

め
る
方
は
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

（
保
健
所
）、
ま
た
は
山
梨
県
健
康
増
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
山
梨
県
在
住
の
方（
山
梨
県
内
に
住
民
票

ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
）

・
B
型
慢
性
活
動
性
肝
炎
、
C
型
慢
性
肝
炎

お
よ
び
代
償
性
肝
硬
変
の
認
定
基
準
を
満

た
し
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら

れ
る
方

●
助
成
の
内
容

各
種
保
険
診
療
の
請
求
額

か
ら
世
帯
の
市
町
村
民
税
額
に
応
じ
た
自

己
負
担
額（
1
万
、
3
万
、
5
万
）を
除
い

た
額
を
国
と
県
が
助
成
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等

・
受
給
者
証
申
請
書

・
診
断
書

・
住
民
票（
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
全
員
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書（
申
請
者
お
よ

び
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
帯
全
員

の
も
の
）

・
保
険
証
の
写
し

●
申
請
窓
口

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
地
域
保
健
課

《
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
最
寄
り
の
医
療
機

関
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
》

B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
が
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
無
料
で
受

け
ら
れ
る
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
期
間

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で（
今
年

度
限
り
）

●
受
診
方
法

・
富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所

に
受
診
券
を
電

話
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
受

診
券
を
郵
送
し

ま
す
。

・
受
診
券
到
着
後
、
県
と
契
約
を
結
ん
で
い

る
医
療
機
関（
県
内
234
か
所
）で
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
診
し
た
こ
と
の

な
い
方

・
今
年
度
職
場
や
上
野
原
市
で
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

●
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事

務
所（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）ま
た

は
山
梨
県
健
康
増
進
課（
蕁
0
5
5
│

2
2

3
│

1
4
9
4
）

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/barrier
/htm

l/kenko-zsn/70354077711.htm
l

平
成
20
年
10
月
1
日
〜
平
成
21
年
1
月
31

日
ま
で
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す（
実
施
期
間
お
よ
び
予
約

開
始
日
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

接
種
を
希
望
す
る
方
の
み
、
お
受
け
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者

①
接
種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
当
日
に
満
60
歳
〜
64
歳
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
ま
た
は
人
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
高
度

の
障
害
が
あ
り
、
予
防
接
種
が
必
要
と
医

師
が
判
断
し
た
方

●
実
施
場
所

・
原
則
と
し
て
市
内
の
実
施
医
療
機
関

・
市
外
の
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
保
健
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
受
け
る
前
に
各
実
施
医
療
機
関
に
必
ず
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
負
担
金
　
1
0
0
0
円

●
持
ち
物

①
予
診
票（
各
実
施
医
療
機
関
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
お
よ
び
秋
山
支
所
・
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
）

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

③
負
担
金
1
0
0
0
円

④
保
険
証

●
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

※上野原市立病院以外の実施日時は、
実施医療機関にお問い合わせください。

電話番号

62－5252
63－0153
63－1612
63－6110
63－3600
62－6050
66－3690
30－2201
62－6066
62－3355
56－2014
62－5121

実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週
火・水曜日

実施日の：午後3時～3時30分
受付時間

予約受付：祝日を除く月曜日～金曜日
の午後1時～3時まで

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

●実施医療機関一覧表



11月1日（土）

開会式10時～11時
コーラス演奏、吹奏楽
演奏、筝曲、小学生体
験活動参加者演奏

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す

9 広報うえのはら　平成20年10月号　　　　　

ぴゅあ富士フェスティバル2008

「聞いてなっとく　知ってなっとく　語ってなっとく

男女共同参画社会～広がるほほえみの輪～」をテーマに

「ぴゅあ富士フェスティバル2008」が開催されます。

●場　　所 ぴゅあ富士　県立男女共同参画推進センタ
ー（都留市中央3丁目9－3）（蕁45－1666）

●主　　催 ぴゅあ富士フェスティバル2008実行委員
会
県立男女共同参画推進センターぴゅあ富士

●展　　示 10月17日（金）午後1時～
10月18日（土）・19日（日）午前9時30分～

10月18日（土）
○オープニング 午前9時30分～
○開 会 式 午前9時40分～
○活動発表　午前10時～（3階）
ぴゅあ富士を拠点に活動している団体の日ごろの成果
を発表します。

○ミニコンサート 午後0時40分～（1階）

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.26

都留文科大学マンドリンクラブによるミニコンサート
○講 演 会 午後1時30分～（3階）
「私もあなたも　イキイキ生きる」

・講師　金　香百合さん
在日韓国朝鮮人三世として大阪に
生まれ育つ。大学卒業後に財団
法人大阪ＹＷＣＡに就職。そこ
での働きをとおして、平和教育、
人権教育、子ども、女性、障が
い者、高齢者、外国人、国際協力、異文化理解、ボラ
ンティア、企画力、ジェンダー、心のケア、生と死な
どの多様な問題に出会い取り組み、活動しています。

10月19日（日）
○バザー・ワークショップ 午前10時～（1階・2階）
○ぴゅあ富士フォーラム 午後0時30分～（3階）
・パフォーマンスの発表
都留市、大月市、富士河口湖町

・ワークショップ　
みんなで、家庭、地域、職場のことを語ろう

○アトラクション
コール河口湖による合唱
○閉 会 式 午後3時～
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

上
野
原
市
文
化
協
会
と
秋
山
文
化
協
会
で

は
、
本
年
度
の
文
化
祭
を
次
の
予
定
で
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
上
野
原
市
文
化
協
会
主
催
文
化
祭
》

●
期
日

11
月
1
日（
土
）〜
3
日（
祝
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容
　
下
記
表
の
と
お
り

《
秋
山
文
化
協
会
主
催
文
化
祭
》

●
期
日

11
月
3
日（
祝
）午
前
10
時
〜
午
後

2
時

●
場
所

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容

「
励
ま
し
の
風
を
　
勇
気
の
風
を

文
化
の
風
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
集
と
し

て
「
秋
山
本
大
集
合
！
」
と
名
付
け
て
、

秋
山
の
市
民
発
行
の
本
、
秋
山
の
人
物
や

秋
山
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
、
ビ
デ
オ
、

写
真
集
、
会
誌
、
資
料
な
ど
を
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
収
集
し
、
展
示
し
ま
す
。

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す

部門

舞台

部門

展示

部門

午前

午後

1階

2階

3階

11月2日（日）

第2芸能部
日本舞踊

11月3日（祝）

芸能部
日本舞踊、小学生体験活
動参加者発表

華道部、一般参加者作品、呈茶（2日）
写真、俳句、短歌、書道、小学生体験活動参加者作品
絵画、水墨画、草木染、ＪＡ編み物、呈茶（1日）、将棋大会（3日）

▲昨年の文化祭展示の様子

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
文
化
協
会
会
長

長
坂
幸
夫（
蕁
62
│

5
4
0
5
）、
秋
山
文

化
協
会
事
務
局
佐
藤
孝
延（
蕁
56
│

2
0
1

7
）、
市
教
育
委
員
会
教
育
学
習
課
社
会

教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

●上野原市文化協会主催文化祭開催日程



上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広報うえのはら　No.44  10

高
齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
習

今
年
度
上
野
原
市
で
は
、
新
規

事
業
と
し
て
、
市
内
に
お
住
ま
い

の
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
相
談
や
話

相
手
と
な
る
、「
高
齢
者
等
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
、
8
月
号
の
広
報
等

に
よ
り
募
集
し
ま
し
た
。

今
回
、
応
募
い
た
だ
い
た
方
々

の
養
成
講
習
を
も
み
じ
ホ
ー
ル
で

実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
23
名
の
第
1
期
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
々
が
要
請
さ
れ
、
10

月
か
ら
、
地
域
で
活
動
を
開
始
し

ま
す
。

お
宅
に
お
伺
い
す
る
の
は
、
原

則
月
1
回
で
、「
高
齢
者
等
サ
ポ

ー
タ
ー
」
は
担
当
を
決
め
、
同
じ

担
当
者
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
が
養
成
し
た
、「
高

齢
者
等
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
訪
問
対

象
者
と
な
る
、
独
居
高
齢
者
や
高

齢
者
世
帯
の
方
を
、
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
相
談
ご
と
や
話
相
手

等
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方

は
、
市
役
所
ま
た
は
秋
山
支
所
、

各
出
張
所
に
印
鑑
を
持
参
し
、

「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
訪
問
事
業
利
用
申
請
書
」
に
記

入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

追
っ
て
担
当
者
の
名
前
、
初
回

訪
問
日
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
無
料
で

す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当（
蕁

62
│

4
1
3
3
）

●
乾
電
池
は
、
缶
の
収
集
日
に
別

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
庭
木
を
剪
定
し
た
枝
は
、
束
ね

て
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
込

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
材
木
等
は
30
セ
ン
チ
位
に
切

り
、
直
径
が
10
セ
ン
チ
以
上
の

も
の
は
、
割
っ
て
持
込
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

引
き
取
れ
な
い
も
の
》

●
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
自
動

車
部
品
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
建
築
廃
材
、
産
業
廃

棄
物
は
引
き
取
り
が
で
き
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

現
在
、
い
く
つ
か
の
製
品
に
つ

い
て
は
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た

リ
サ
イ
ク
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
製
品
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
お
引
き
取
り
し
て
い

ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
方
法
に
よ

り
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
の
リ
サ
イ
ク
ル

も
有
料
に
な
り
ま
す
の
で
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
》

●
対
象
製
品

テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
）、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫（
冷
凍
庫
）、
洗
濯
機

●
処
分
方
法

販
売
店
ま
た
は
市

内
の
各
家
電
販
売
店
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
》

●
対
象
製
品

家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
パ
ソ
コ
ン
本
体
と
付
属
品

（
周
辺
機
器
を
除
く
）

●
処
分
方
法

製
造
メ
ー
カ
ー
の

回
収
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
事
業
系
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
別
途

定
め
ら
れ
た
方
法
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

※
製
造
メ
ー
カ
ー
等
が
不
存
在
の

場
合
や
自
作
パ
ソ
コ
ン
等
も
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
3
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー（
蕁
0

3
│

5
2
8
2
│

7
6
8
5
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

考
え
よ
う

●
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
午
前
8

時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い（
収
集
車

の
集
め
る
時
間
帯
は
、
日
に
よ

っ
て
変
わ
り
ま
す
）。

●
資
源
ご
み
と
可
燃
ご
み
の
収
集

が
同
じ
日
の
と
き
は
、
収
集
籠

の
中
に
燃
え
る
ご
み
を
、
外
に

資
源
ご
み
を
分
け
て
出
し
て
く

だ
さ
い（
同
じ
籠
の
中
に
両
方

が
入
る
と
収
集
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

●
資
源
ご
み
は
、
新
聞
、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

れ
を
梱
包
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▲9月に開催された講習会の様子



問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
10月16日（木）
10月21日（火）
10月14日（火）
10月21日（火）

受付時間
午後1:30～2:30
午前9:30～10:30

午後1:30～2:30

対象者
40～59歳の女性（昭和
24.4.2～昭和44.4.1生）

上記以外の方

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 10月20日（月）予約制となります。
◎スタッフ 医師・心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★乳幼児健診（10/1～11/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の長寿（後期高齢者）医療制
度の被保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申し込みください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。

※受診の際は必ず保険証をお持ちください。
※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな
されるため、健診結果が検査機関から市に提出
されることにご同意ください。

※健診結果から特定保健指導を希望される方は保
健担当へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当へお問い合わせ
ください。

実施日
10月8日（水）
10月22日（水）

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★すこやか健康相談（10/1～11/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日
は空腹時の血糖を測定するため、朝食は食べな
いようにしてください（湯茶は可）。

★秋期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、体温計
※きょうだいで接種する回数が異なるお子さんがいる場
合に限り、同日に接種することができます。

※予約は必要ありません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日 午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※10月2日（木）は中止になります。

★骨粗しょう症検診

※踵骨
しょうこつ

超音波法による骨密度を無料で測定します
（市の検診と重複できません）。
◎場　　所 保健センター
◎申 込 み 不要
◎持 ち 物 健康手帳（お持ちの方）

10月17日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

送迎
一部あり

一部あり

なし

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物 健康手帳（持ってない方には当日交付します）

午前10：00～10：15
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

11 広報うえのはら　平成20年10月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

1010 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

3～4か月児
9～10か月児
1歳6か月児
2 歳 児
歯 科 健 診
幼 児
歯 科 検 診

該当児
平成20年6月16日～7月生
平成19年11月16日～12月生
平成19年3月～4月15日生
平成18年7月～8月15日生
平成18年8月16日～9月生
平成19年3月～5月生
平成17年7月～9月生

実施日
11月5日（水）
10月10日（金）
10月28日（火）
10月15日
（水）
10月15日
（水）

午前
午後
午前
午後

対　　　　象
1 回 目 を 接 種 す る 人
1回目、2回目どちらでも



●
日
時

10
月
25
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
申
込
み
締
切

10
月
20
日（
月
）

ま
で

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

消
防

署（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

秋
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

お
知
ら
せ

う
え
の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

で
は
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

《
第
36
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
》

●
日
時

10
月
5
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
※
雨
天
中
止

※
出
店
希
望
者
が
多
数
あ
る
場
合

に
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

《
第
30
回
フ
ァ
イ
バ
ー

リ
サ
イ
ク
ル（
古
着
回
収
）》

●
日
時

10
月
18
日（
土
）午
前
8

時
〜
9
時

●
場
所

市
役
所
前
庭

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
の

み
な
さ
ん
の
多
く
の
申
請
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
消

防
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
庶

務
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

広
げ
よ
う
救
命
の
輪（
応
急

手
当
講
習
会
の
お
知
ら
せ
）

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
意
識

を
な
く
し
た
人
や
心
肺
停
止
に
陥

っ
た
人
に
出
会
っ
た
場
合
、
一
刻

も
早
く
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
急
手

当
を
行
う
人
こ
そ
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
で
す
。

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
講
習

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
講

習
を
受
講
し
て
、
応
急
手
当
の
正

し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、

み
ん
な
で
救
命
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

救
命
講
習
は
、
全
国
の
消
防
本

部
が
統
一
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

実
施
し
て
い
る
講
習
で
す
。
講
習

修
了
後
に
は
、
修
了
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

お
宅
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
期
間

10
月
6
日（
月
）

〜
17
日（
金
）ま
で（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協

議
会（
蕁
63
│

0
0
0
2
）

市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
制
度

市
で
は
、
消
防
団
活
動
に
協
力

し
て
い
る
事
業
所
と
し
て
、「
上

野
原
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
㈲
坂
本
鉄
工
に
交
付
し
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
、
従
業
員
と
し
て

消
防
団
員
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
が
、
勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活

動
を
理
解
・
支
援
し
、
事
業
所
と

し
て
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
よ
う
な
場
合
に
、
事
業
主
等
か

ら
の
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま

す
。消

防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協

※
小
雨
決
行

【
回
収
可
能
な
物
】

①
幼
児
・
子
供
衣
類
全
般

②
女
性
の
肌
着
・
体
型
を
整
え
る

衣
料
品
等

③
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
Ｙ
シ
ャ
ツ
・
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ス
等

④
ズ
ボ
ン
類
全
般

⑤
シ
ー
ツ
・
毛
布
等

⑥
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
等

⑦
着
物
・
浴
衣
・
帯
等

⑧
背
広
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ブ
ル
ゾ

ン
等

⑨
秋
冬
物
・
皮
革
衣
類

【
回
収
不
能
な
物
】

①
ビ
ニ
ー
ル
製
品

②
手
袋
・
靴
下
・
布
団
等

③
裁
断
く
ず
・
糸
く
ず
・
綿
等

④
汚
れ
や
破
れ
の
あ
る
物

⑤
洗
濯
し
て
い
な
い
物

※
古
着
は
、
常
時
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
も
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
「
生

き
が
い
バ
ス
」
参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
々
を
対
象

に
「
生
き
が
い
バ
ス
」
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

●
参
加
者

市
内
に
居
住
す
る
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者（
同
一
敷

地
内
に
親
族
が
居
な
い
集
団
行

動
が
可
能
な
方
）、
付
添
い
の

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生

委
員
、
福
祉
協
力
員

●
日
時

10
月
28
日（
火
）

●
集
合
時
間
・
場
所

午
前
8
時

15
分
、
市
役
所
前
庭
集
合

●
行
き
先

群
馬
水
沢
観
音
・
榛

名
湖
湖
畔
の
宿
記
念
公
園

●
募
集
人
員

120
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費

1
5
0
0
円

●
申
込
み
方
法

申
込
み
用
紙
へ

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
地

区
担
当
民
生
委
員
を
通
じ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
民
生
委
員
の
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般
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協

議
会（
蕁
63
│

0
0
0
2
）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

◎
平
成
20
年
度
標
語

『
笑
顔
つ
な
ご
う
　
街
づ
く
り

未
来
へ
つ
な
ご
う
　
土
地
活
用
』

土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
関

す
る
4
つ
の
基
本
理
念
が
明
確
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
土
地
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
工
事

現
場
な
ど
で
の
現
地
確
認
や
調
査

を
行
い
ま
す
。

建
物
の
新
築
や
解
体
を
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
届
出
を
し
、

資
格
の
あ
る
施
工
業
者
に
よ
る
分

別
解
体
や
再
資
源
化
等
を
適
正
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
建
物
を
解
体
す
る
場
合

は
、
吹
付
け
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

や
有
害
物
質
等
の
有
無
に
つ
い

て
、
事
前
調
査
や
事
前
措
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
建
築

主
や
施
工
業
者
の
方
の
理
解
が
必

要
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
富
士
・

東
部
建
設
事
務
所
建
築
住
宅
担

当（
蕁
22
―

7
8
1
7
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

パ
ー
ト
職
員
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
訪
問
介
護

事
業
所
で
は
、
次
の
と
お
り
パ
ー

ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
職
種

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー（
2

級
資
格
取
得
者
）

●
募
集
人
員

1
名

●
勤
務
日
数

週
3
〜
4
日

●
勤
務
時
間

1
日
3
〜
6
時
間

●
主
な
仕
事
内
容

訪
問
介
護
全

て
、
雇
用
保
険
失
業
給
付
の
受

給
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
要

件
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
月
適
用
係（
蕁
22
│

8
6
0
9
）

山
梨
県
か
ら
お
知
ら
せ

《
10
月
11
日
か
ら
17
日
は

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
》

建
物
の
新
築
や
増
築
を
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
事
前
に
建
築

確
認
を
受
け
、
完
成
時
に
は
完
成

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
工
事
中
の
計
画
変
更
は

事
前
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
建
物
の
規
模
や
用
途
に
よ

っ
て
は
、
中
間
検
査
が
必
要
で
す
。

違
反
建
築
物
防
止
週
間
に
は
、

県
内
全
域
で
一
斉
公
開
建
築
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
県
や
市

町
村
の
職
員
が
、
建
築
工
事
現
場

へ
の
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
物
の
安
全
は
、
私
た
ち
の
住

む
ま
ち
全
体
の
安
全
に
つ
な
が
り

ま
す
。
違
反
建
築
の
な
い
住
み
よ

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

《
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
》

10
月
20
日
〜
24
日
の
5
日
間
、

県
内
全
域
で
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

相
談
会
が
終
了
し
ま
す

毎
月
2
回
上
野
原
市
役
所
で
行

っ
て
き
ま
し
た
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
相
談
会
は
、
10
月
21
日（
火
）

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
今
後
は
、

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務

所
、
ま
た
は
上
野
原
市
商
工
会
で

月
1
回
行
わ
れ
る
社
会
保
険
相
談

所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
社
会
保

険
相
談
所
の
日
程
は
、
広
報
「
く

ら
し
の
ガ
イ
ド
」
の
相
談
日
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険

事
務
局
大
月
事
務
所（
蕁
22
│

3

8
1
1
）ま
た
は
市
民
課
国
保

年
金
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
2
）

10
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

○
1
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
必
ず
入

る
も
の
。
そ
れ
は
「
労
働
保
険
」

で
す
！

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。

従
業
員
の
身
分
を
問
わ
ず
、
従

業
員
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
期
加
入

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
19
年
10
月
か
ら
、
原
則
1

年
以
上
の
雇
用
保
険
加
入
に

祉
が
優
先
し
ま
す
。

●
土
地
は
適
正
に
、
計
画
的
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
土
地
は
、
投
機
的
な
取
引
の
対

象
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
土
地
の
価
値
の
増
加
に
伴
う
利

益
に
応
じ
た
、
適
切
な
負
担
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

土
地
対
策
は
、
地
価
を
安
定
さ

せ
、
適
切
な
土
地
利
用
を
進
め
る

た
め
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
着
実

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
も
土

地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）
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区　　　分 日　　　時 場　　所 

児 童 巡 回 相 談  

児 童 家 庭 相 談 室  

ふれあい福祉相談 

定 例 人 権 相 談  

市税収納・納税相談 

行 政 相 談 所  

ねんきん特別便相談会 

社 会 保 険 相 談 所  

結 婚 相 談 所  

学校カウンセラー 
教 育 相 談  

9日（要予約　　62ー3115） 

市老人福祉センター 
63-3444 

福祉課子育て支援担当 
62-1199 

もみじホール相談室 

午前  10：30 ～ 午後 3：00 

毎週月・木曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 
10日 
午前 10：00 ～ 　　正　午 
19日 
午前 9：00 ～ 　　正　午 

9日 
午前 9：30 ～ 午後 4：00 

 
 

毎週日曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 

毎週月・火・水・金曜日 
 
 
 
　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　  

午前 8：30 ～ 午後 4：00 

 
 

 

63-5700 
0120-28-7830 

 

 

 

毎週月曜日～金曜日 
午前 8：30 ～ 午後 5：00 

 

 

 

  

 

もみじホール 
3階和室 

  

市商工会 

織物工業協同組合 
　63-3800 

税務課カウンター 
62-3113 

 

 

  

24日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 

10月の相談日 

7日  
 午前 9：00 ～ 午後 4：00 

母 子 家 庭 相 談  毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当 
62-3115 午前 8：30 ～ 午後 5：00 

市役所会議室A 
 
 

・ 

・ 24日   

 

 

21日  
 

 

 もみじホール 
3階会議室7 

 
 

  

（祝日除く） 

（祝日を除く） 

（祝日除く） 

秋山公民館 
 

（祝日を除く） 

　　　 



新
入
学
予
定
者
就
学
時
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
平

成
14
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
予
定
の
各

小
学
校
で
就
学
時
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
に
は
、
各
学
校
か
ら
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
通
知
書
が
届
か

な
い
、
指
定
さ
れ
た
日
で
は
都
合

が
悪
い
な
ど
の
と
き
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
就
学
時
健
康
診
断
の

日
程
お
よ
び
受
付
時
間
》

・
大
目
小

10
月
21
日（
火
）午
後

0
時
50
分
〜
1
時

・
甲
東
小

10
月
10
日（
金
）午
後

0
時
45
分
〜
1
時

・
四
方
津
小

10
月
23
日（
木
）午

後
0
時
50
分
〜
1
時
15
分

・
沢
松
小

10
月
20
日（
月
）午
後

0
時
55
分
〜
1
時

・
大
鶴
小

10
月
10
日（
金
）正
午

〜
0
時
30
分

・
島
田
小

10
月
27
日（
月
）午
後

0
時
30
分
〜
0
時
50
分

・
上
野
原
小

10
月
30
日（
木
）午

後
0
時
30
分
〜
1
時

・
棡
原
小

10
月
9
日（
木
）午
後

1
時
10
分
〜
1
時
20
分

・
西
原
小

10
月
9
日（
木
）午
後
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課題

や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていま
すので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課政策推進担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

10月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、10月27日（月）午前9時から11時です。

あ
な
た
の
血
液
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

◎
実
施
日
お
よ
び
実
施
場
所

・
10
月
17
日（
金
）市
役
所
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ

◎
時
間

午
前
10
時
〜
正
午
　
午

後
1
時
〜
3
時

◎
対
象

16
歳
〜
64
歳
ま
で
の
健

康
な
方（
現
在
妊
娠
中
の
方
は

献
血
で
き
ま
せ
ん
）。

◎
持
ち
物

献
血
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康

保
険
証
等
、
献
血
手
帳
は
不

可
）。

◎
内
容

200
裨
、
400
裨
、
成
分
献

血
●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

1
時
15
分
〜
1
時
30
分

・
秋
山
小

10
月
3
日（
金
）午
後

1
時
50
分
〜
2
時

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

裁
判
員
制
度
説
明
会

甲
府
地
方
裁
判
所
で
は
、
ま
も

な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
裁
判
員
制
度
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
27
日（
月
）午
後
2

時
〜
4
時

●
場
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

3
階
大
会
議
室

●
内
容

①
裁
判
官
に
よ
る
制
度
解
説

裁
判
員
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目

前
に
控
え
、
最
初
の
通
知
か
ら

選
任
ま
で
の
手
続
き
の
模
擬
体

験
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。

②
質
疑
応
答

●
募
集
人
員
　
100
名（
先
着
順
）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
み
先

甲
府
地
方
裁
判
所

総
務
課

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
裁
判

所
総
務
課（
蕁
0
5
5
│

2
3
5

│

1
1
3
1
）

上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
を

開
催
し
ま
す

上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
実
行

委
員
会
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
文
化
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
く
、
次
の
と
お
り
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
19
日（
日
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分（
予

定
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
演
目

舞
踊（
ダ
ン
ス
・
日
舞

等
）、
合
唱
、
楽
器
演
奏
、
マ

ジ
ッ
ク
等（
出
演
団
体
等
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
主
催

上
野
原
み
ん
な
の
発
表

会
実
行
委
員
会

●
後
援

上
野
原
市
教
育
委
員

会
、
N
H
K
甲
府
放
送
局

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
　
高
橋

茂（
蕁
62
│

4
5
4
6
）

献
血
の
お
知
ら
せ

医
療
の
進
歩
や
人
口
の
高
齢
化

に
伴
い
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る

方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
血
液
は

人
工
的
に
は
造
れ
ま
せ
ん
。
す
べ

て
献
血
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
生
命
を
救
う
の
は
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職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ

個
別
労
働
紛
争（
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
の
労
働
関
係

紛
争
）は
、
単
に
法
令
・
判
例
を

知
ら
な
い
こ
と
や
、
誤
解
に
基
づ

く
も
の
も
多
く
、
関
連
情
報
を
入

手
し
た
り
相
談
す
る
こ
と
に
よ

り
、
紛
争
に
発
展
す
る
こ
と
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

紛
争
の
予
防
に
努
め
る
こ
と

は
、
紛
争
に
発
展
し
た
場
合
の

様
々
な
コ
ス
ト
を
考
慮
す
れ
ば
、

き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

総
合
労
働
相
談
所
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
ご
相
談
を
、
専
門
の
相

談
員
が
面
談
あ
る
い
は
電
話
で
お

受
け
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
相
談
等
は
す
べ
て
無

料
で
す
。

詳
し
く
は
山
梨
県
労
働
局
総
務

部
企
画
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
働
局

総
務
部
企
画
室（
蕁
0
5
5
│

2

2
5
│

2
8
5
1
）、
都
留
労
働

基
準
監
督
署（
蕁
43
│

2
1
9
5
）

広
報
う
え
の
は
ら
・
あ
き
や

ま
の
縮
刷
版
を
販
売
し
て
い

ま
す市

で
は
、
旧
町
村
の
あ
ゆ
み
や

出
来
事
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
旧

上
野
原
町
の
広
報
う
え
の
は
ら
と

旧
秋
山
村
の
広
報
あ
き
や
ま
の
縮

刷
版
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

《
広
報
う
え
の
は
ら
縮
刷
版
》

●
内
容

昭
和
54
年
1
月
号（
281

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
613
号
）

2
巻
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

●
販
売
価
格

7
0
0
0
円

《
広
報
あ
き
や
ま
縮
刷
版
》

●
内
容
・
昭
和
26
年
7
月
号（
1

号
）〜
平
成
17
年
2
月
号（
162
号
）

●
販
売
価
格
　
5
0
0
0
円

※
電
子
フ
ァ
イ
ル
版（
パ
ソ
コ
ン

等
で
見
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）

も
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

法
務
局
の
業
務
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
、
登
記
・
戸
籍
・

成
年
後
見
登
記
事
務
等
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
に
深
く
関
係
す

る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
ご
相
談

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務
局
職

員
お
よ
び
公
証
人
が
お
答
え
す
る

相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
の
予
約
等
も
不
要

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

10
月
26
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分
ま
で

●
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階

会
議
室（
甲
府
市
北
口
1
│

2
│

19
）

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局（
蕁
0
5
5
│

2
5
2
│

7
1

5
1
）

パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
経
理
事
務

コ
ー
ス
講
習
会

（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、
次
の
と
お

り
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
経
理
事
務

コ
ー
ス
」
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
目
的

経
理
事
務
の
基
礎
と
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
会
計

ソ
フ
ト
使
用
に
よ
る
青
色
申
告

書
の
作
成
お
よ
び
確
定
申
告
の

知
識
を
習
得
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
18
日（
火
）〜
12
月

4
日（
木
）の
土
・
日
・
月
お
よ

び
祝
日
と
、
祝
日
の
翌
日
を
除

く
10
日
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

●
会
場

大
月
市
民
会
館

●
対
象
者

概
ね
60
歳
代
前
半
層

の
雇
用
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る

方
●
受
講
料

無
料

●
定
員

15
名

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
社
）

山
梨
県
東
部
地
方
広
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
上
野
原
事
務

所（
蕁
62
―

4
7
0
0
）、（
社
）

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会（
蕁
0
5
5
―

2
2
8

―

8
3
8
3
）

市役所各課直通電話
番号をご活用ください

市では、代表電話の他に各課直通
の電話を設置しています。
各課にご用のときは、直通電話番

号をご利用ください。

電話番号

62ー3111

62ー3117

62ー3118

56ー2111

62ー3113

62ー3112

66ー2002

66ー2005

62ー4105

62ー4104

62ー4103

67ー2002

68ー2002

56ー2014

62ー3114

63ー1273

62ー3115

62ー4133

62ー4134

62ー3136

62ー3119

62ー3123

62ー3145

62ー3116

62ー3344

62ー3409

63ー5241

67ー2333

62ー3408

62ー5121

62ー4111

67ー2119

56ー2310

課名

代　表

総務課

企画課

秋山支所

税務課

市民課

※大目出張所

※甲東出張所

※巌出張所

※大鶴出張所

※島田出張所

※棡原出張所

※西原出張所

※秋山診療所

生活環境課

※クリーンセンター

福祉課

長寿健康課

※保健センター

病院対策課

経済課

建設課

下水道課

会計課

議会事務局

教育学習課

※市立図書館

※自然の里

学校適正配置推進課

市立病院

消防署

※棡原出張所

※秋山出張所

市役所直通電話番号表



ラ
フ
の
挿
入
、
図
形
機
能
を
利
用

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
法

を
習
得
し
ま
す
。

○
日
時

10
月
20
日（
月
）〜
28
日

（
火
）の
6
日
間
、
午
後
6
時
〜

9
時

○
定
員

20
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

○
対
象
者

「
ワ
ー
ド
」「
エ
ク

セ
ル
」
を
習
得
し
て
い
る
方

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
│

8
9
1
1
）

■
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

●
定
員

各
講
座
20
名

●
受
講
料

2
1
0
0
円（
他
に

テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

●
会
場

産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0

8
）

※
申
込
み
方
法
等
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
指
導
者
研
修
》

指
導
者
に
必
要
な
論
語
の
教
え

を
学
び
ま
す
。

○
日
時

11
月
6
日（
木
）・
7
日

（
金
）
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
対
象
者

中
堅
社
員
、
管
理
職

な
ど

《
エ
ク
セ
ル（
基
礎
）》

エ
ク
セ
ル
2
0
0
3
の
基
本
機

能
・
操
作
法
か
ら
基
礎
的
な
表
、

グ
ラ
フ
作
成
、
簡
単
な
数
式
と
関

数
の
利
用
ま
で
を
習
得
し
ま
す
。

市では、金融機関等の営業日に税金や使用料などを
納入することが困難な納税者のために、市税等収納窓
口を開設しています。また、納税に関する相談窓口も
併設していますので、ご利用ください。

●日時　10月19日（日）、11月30日（日）
12月21日（日）
午前9時～正午

●場所 市役所1階税務課カウンター
※出入口は福祉課前の玄関をご利用ください。
（もみじホール玄関脇）

※日時の変更がある場合は広報でお知らせします。
○問い合わせ 税務課収納担当（蕁62－3113）

市税等収納・納税相談窓口を
開設しています

生活環境課

庁舎正面入口

会計課

市民課

税務課

福祉課長寿健康課

市民ロビー

休日のため
入口はここ

相談カウンター

案
内
図

○
日
時

11
月
17
・
18
・
20
・

21
・
25
・
27
日
の
6
日
間
、
午

後
6
時
〜
9
時

○
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
の
で
き
る
方

《
エ
ク
セ
ル（
応
用
）》

エ
ク
セ
ル
2
0
0
3
の
代
表
的

な
各
種
関
数
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機

能
、
グ
ラ
フ
の
応
用
、
簡
単
な
マ

ク
ロ
ま
で
を
習
得
し
ま
す
。

○
日
時

11
月
28
日
・
12
月
1
・

2
・
4
・
5
・
8
日
の
6
日

間
、
午
後
6
時
〜
9
時

○
対
象
者

エ
ク
セ
ル
の
基
本
知

識
を
習
得
し
て
い
る
方

●
問
い
合
わ
せ

県
立
産
業
技
術

短
期
大
学
校（
蕁
0
5
5
3
│

32

│

5
2
0
2
）

《
接
遇
・
対
応
のた

め
の
英
会
話
》

観
光
、
業
務
な
ど
に
お
い
て
外

国
の
方
と
の
接
遇
、
応
対
の
た
め

の
初
級
英
会
話
を
習
得
し
ま
す
。

○
日
時

10
月
17
日（
金
）〜
27
日

（
月
）の
6
日
間
、
午
後
6
時
〜

9
時

○
定
員

15
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

○
対
象
者

外
国
の
方
と
の
対
話

業
務
に
携
わ
る
方
、
英
会
話
に

興
味
が
あ
る
方

《
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
》

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て

ス
ラ
イ
ド
表
示
の
編
集
、
表
や
グ

会
教
育
担
当
ま
で
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
・

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で

は
、
次
の
と
お
り
各
種
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

●
場
所

県
立
都
留
高
等
技
術
専

門
校（
都
留
市
）

●
受
講
料

各
講
座
2
1
0
0
円

う
え
の
は
ら
少
年
少
女
合
唱

団
団
員
の
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
う
え
の

は
ら
少
年
少
女
合
唱
団
の
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
元
気
よ
く
歌

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日

毎
週
土
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室

5
・
6

●
指
導
者

川
島
和
美
先
生

●
対
象
者

小
学
校
1
年
生
〜
中

学
校
3
年
生

●
申
込
み
方
法

教
育
学
習
課
社
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市町村振興宝くじ

オオーータタムムジジャャンンボボ宝宝くくじじ
☆1等・前後賞あわせて2億円☆
●発売期間　10月17日（金）まで
●抽せん日　10月22日（水）
※この宝くじの収益金は市町村に交付され、まち
づくりや住民の福祉向上のために使われます。



時
30
分
〜
午
後
3
時

●
場
所

富
士
北
麓
公
園

●
内
容

ふ
れ
あ
い
広
場
、
ま
つ

り
広
場
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど

●
問
い
合
わ
せ

県
民
の
日
富
士

吉
田
会
場
実
行
委
員
会
事
務
局

（
県
庁
県
民
生
活
課
内
）（
蕁
0

5
5
│

2
2
3
│

1
3
5
0
）

北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
体
育
協
会
で
は
、
次
の
と
お

り
北
麓
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

11
月
3
日（
祝
）

●
場
所

富
士
北
麓
公
園
陸
上
競

技
場（
雨
天
時
は
体
育
館
）

●
対
象

家
族
グ
ル
ー
プ（
必
ず

成
人
1
名
が
入
る
こ
と
）・
小

学
生
グ
ル
ー
プ（
小
学
生
だ
け

で
構
成
）

※
1
グ
ル
ー
プ
4
名
と
す
る
が
、

3
名
ま
た
は
5
名
で
も
可

●
定
数

50
組

●
参
加
料

1
組
200
円

●
募
集
期
間

10
月
1
日（
水
）

〜
27
日（
月
）

●
申
込
み
方
法

所
定
の
申
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
郵

送
の
い
ず
れ
か
で
富
士
北
麓
公

園
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
体

育
協
会
富
士
北
麓
公
園
管
理
事

務
所
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
立

石
5
0
0
0（
蕁
0
5
5
5
│

24

│

3
6
5
1
・
蕭
0
5
5
5
│

24

│

3
3
6
8
）
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スhokuroku@
m
fi.or.jp

小
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す

7
月
に
国
立
代
々
木
競
技
場
第

一
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
25
回
全

国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
に
、
ウ
エ
ノ
ハ
ラ
レ
ス
リ
ン

グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
が
出

場
し
ま
し
た
。

○
溝
呂
木
岳
斗
く
ん（
3
年
生
）

○
長
田
大
嗣
く
ん（
4
年
生
）

○
和
智
康
造
く
ん（
6
年
生
）

○
和
智
　
輝
く
ん（
6
年
生
）

私
立
幼
稚
園
園
児
募
集

市
内
の
市
立
幼
稚
園
で
は
平
成

21
年
度
園
児
の
募
集
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

●
願
書
配
布

10
月
1
日（
水
）

〜子育てプレイルームの
お知らせ

子育てプレイルームの
お知らせ

●日時 10月8日（水）・22日（水）
午前9時～正午

●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ
福祉課子育て支援担当（蕁62ｰ3
115）

※初めての方は事前にお申込みくだ
さい。

※親子が遊べる場所、情報交換の
場所としてお気軽にご利用くだ
さい。

※プレイルーム内において「おも
ちゃ病院」を開設しました（午
前11時～正午）。不具合になっ
たおもちゃ等が
ありましたら、
是非お持ちくだ
さい。
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広
　
　
告

広告募集中
募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一定の制限を設けています。
広告の募集は、上野原市有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ
企画課政策推進担当（蕁62－3118）

広告募集中

学校施設修繕奉仕活動

8月22日、上野原市上下水道組合の
みなさんが、上野原小・中学校の水道
施設の修理を行いました。
この活動は、児童・生徒たちに安全

な学校生活を送ってもらおうと毎年実
施され、当日は水道蛇口のパッキン交
換や排水管の詰まりの修理などを行い
ました。

●
願
書
受
付

11
月
1
日（
土
）

〜
※
詳
細
は
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
幼
稚
園

（
蕁
63
│

0
5
1
2
）、
羽
佐
間

幼
稚
園
（
蕁
63
│

0
5
7
3
）、

島
田
幼
稚
園
（
蕁
62
│

5
2
5

3
）

県
民
の
日

富
士
吉
田
会
場
の
お
知
ら
せ

11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
を

記
念
し
て
、
富
士
吉
田
市
で
11
月

に
開
催
さ
れ
る
県
民
の
日
記
念
行

事
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

雄
大
な
富
士
の
麓
で
、
地
域
の

魅
力
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
是
非
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時

10
月
25
日（
土
）午
前
9



巌
地
区

小
山
七
々
美

な

な

み
（
武
明
）、
小
俣
愛
斗

あ
い
と

（
健
一
）、
大
神
田
真
央

ま

お（
充
）

島
田
地
区

小
俣
健
人

け
ん
と

（
岳
志
）

上
野
原
地
区

中
島
由
貴

よ
し
き

（
正
人
）、
原
島
唯
里

ゆ
い
り

（
清
隆
）、村
地
蒼
哉

そ
う
や（

正
一
）、
麦
島

悠
斗

ゆ
う
と（

洋
平
）、
和
田
心
菜

こ
こ
な（

貴
士
）、

大
窪
倫
惺

り
ん
せ
い（

浩
）、
稲
垣
天
人

た
か
ひ
と（

哲
人
）

上
野
原
地
区

石
井
孝
典
＝
古
屋
愛
美

婚

姻

誕 

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
8
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
心
臓
、

肝
臓
、
腎
臓
、
肺
な
ど
の
臓
器
が

機
能
し
な
く
な
り
、
生
命
の
危
険

に
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
唯
一
「
臓
器
の
移
植
」
で

す
。臓

器
の
移
植
に
は
、「
も
し
も

自
分
が
死
ん
で
も
誰
か
の
命
を
救

い
た
い
、
自
分
の
臓
器
を
役
立
て

た
い
」
と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が

必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
お
気
持
ち
が
あ
り

ま
し
た
ら
「
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
」
を
持
ち
歩
い
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
は
ご
家
族
に
も
そ
の

気
持
ち
を
伝
え
た
う
え
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
保
健
福

祉
事
務
所
、
市
役
所
、
郵
便
局
等

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

10
月
の
臓
器
移
植
普
及
月
間
に

合
わ
せ
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
5
日（
日
）午
後
1

時
20
分
〜
2
時
20
分

●
場
所

お
か
じ
ま
都
留
食
品
館
　

10
月
は
食
生
活
改
善

普
及
月
間
で
す

《
あ
な
た
の
腹
囲（
お
な
か
）

は
大
丈
夫
？
》

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
す
る
た
め
、
食
事
バ
ラ
ン

ス
ガ
イ
ド
を
活
用
し
、
食
事
や
運

動
な
ど
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
改

善
し
ま
し
ょ
う
。

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と

は
、
健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

1
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」

食
べ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
適
量
を

料
理
区
分（
主
食
、
副
菜
、
主
菜
、

牛
乳
・
乳
製
品
、
果
物
）別
に
、

お
お
よ
そ
の
量
を
イ
ラ
ス
ト
で
示

し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
用
い
て
1
日
の
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
を
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

伝
　
　
言
　
　
板

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

棡原地区 山口 愛結花
あ ゆ か

ちゃん（1歳2か月）
貴洋さん千恵さんの長女

“祝1歳！！これからも笑顔で元気に育ってね”巌地区 久保 結叶
ゆ い か

ちゃん（1歳1か月）
慶光さん里沙さんの長女

“これからも結叶らしく、マイペースに育ってね”



☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
道
草
』

夏
目
漱
石
／
作
ほ
か

◎
日
時
　
10
月
19
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
押
し
花
』

◎
日
時
　
10
月
25
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

大
目
地
区

一
ノ
宮

子
（
暉
夫
）

甲
東
地
区

阿
部
喜
好
（
喜
一
）、
小
俣

し
子

（
昭
次
）

上
野
原
地
区

古
屋
好
信
（
浩
信
）、諸
角
悦
夫

（
美
知
子
）、
水
越
嘉
代
子
（
弘
）、

萱
沼
幹
雄
（
美
千
子
）

棡
原
地
区

鷹
取
善
臣
（
雅
臣
）

西
原
地
区

横
娜
顴
麿
（
一
三
）

秋
山
地
区

澤
井
か
つ
江
（
重
光
）、
杉
本
國
枝

（
治
暢
）、
奈
良
田
照
子
（
浩
一
）、

古
瀬
村
昇
（
七
重
）、
原
田
浜
喜

（
安
正
）
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10 
日 月 火 水 木 金 土 
図書館カレンダー 

◯は休館日 

5 6 7 8 9 10 
4 
11 

12 13 14 15 16 17 18 
21 19 20 
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      3 

 

 

  
   

    

 

28 

 1 2 

29 30 31 

一

般

書

◇
『
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
』

主
婦
の
友
社
／
編
　
主
婦
の
友

社
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
120
％
楽
し
む
た

め
の
ア
イ
デ
ア
ブ
ッ
ク
。
仮
装

用
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
作
り
方

や
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
満
載
。

◇
『
わ
が
家
を
守
る
！

防
犯
・
防
災
徹
底
ガ
イ
ド
』

N
H
K
出
版
／
編
　
日
本
放
送

出
版
協
会

◇
『
生
き
る
と
は
、
自
分
の

物
語
を
つ
く
る
こ
と
』

小
川
洋
子
・
河
合
隼
雄
／
著

新
潮
社

・
物
語
は
心
の
薬
。
人
生
の
危
機

に
あ
た
っ
て
も
生
き
の
び
る
方

法
を
、
切
実
な
体
験
を
語
り
つ

つ
伝
え
る
。

◇
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
上
下
巻
』

黒
木
亮
／
著
　
日
経
Ｂ
Ｐ
社

・
世
界
の
注
目
を
集
め
る
資
源
開

発
の
現
場
に
切
り
込
み
、「
国

際
資
源
戦
争
」
の
最
前
線
を
描

い
た
経
済
小
説
。

◇
『
銀
河
祭
り
の
ふ
た
り
』

杉
本
章
子
／
著
　
文
藝
春
秋

・
許
婚
が
い
な
が
ら
、
吉
原
の
手

引
茶
屋
の
女
将
・
お
ぬ
い
と
の

恋
を
選
ん
だ
美
濃
屋
の
跡
取
り

息
子
。
長
い
確
執
の
末
に
勘
当

が
解
け
た
矢
先
…

◇
『
恋
の
か
け
ら
』

唯
川
恵
ほ
か
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
気
を
つ
け
、
礼
。』

重
松
清
／
著
　
新
潮
社

◇
『
テ
ル
ち
ゃ
ん
』

玄
侑
宗
久
／
著
　
新
潮
社

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
日
本
の
北
の

町
に
嫁
い
で
き
た
エ
テ
ル
。
最

愛
の
夫
が
急
死
し
、
風
習
の
違

う
日
本
で
奮
闘
す
る
彼
女
の
行

く
手
に
待
っ
て
い
る
も
の
は
…

◇
『
博
物
館
の
裏
庭
で
』

ケ
イ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
／
著

小
野
寺
健
／
訳
　
新
潮
社

児

童

書

◇
『
ひ
と
り
ざ
む
ら
い
と

お
ば
け
ア
パ
ー
ト
』

斉
藤
洋
／
著
　
高
畠
那
生
／
絵

講
談
社

◇
『
は
ん
ぶ
ん
ぺ
ぺ
ち
ゃ
ん
』

村
中
李
衣
／
絵
　
講
談
社

◇
『
血
液
の
ふ
し
ぎ
絵
事
典
』

死

亡

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

梶
原
龍
人
／
監
修
　
P
H
P
研

究
所

◇
『
ル
ウ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
』

ク
レ
ー
ル
・
ク
レ
マ
ン
／
作

藤
本
優
子
／
訳
　
講
談
社

絵

本

◇
『
チ
コ
と
き
ん
い
ろ
の
つ
ば
さ
』

レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
／
著
　
さ
く

ま
ゆ
み
こ
／
訳
　
あ
す
な
ろ
書

房
◇
『
ひ
つ
じ
の
メ
ェ
ー
リ
ン
ダ
』

ル
ー
シ
ー
・
ミ
ュ
レ
ロ
ヴ
ァ
／

絵
　
マ
ヌ
エ
ラ
・
サ
ル
ヴ
ィ
／

作
　
岩
崎
書
店

◇
『
へ
ん
し
ん
マ
ジ
ッ
ク
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
／
作
・
絵

金
の
星
社

◇
『
お
か
あ
さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
』

ユ
ン
ミ
ス
ク
／
絵
　
ホ
ウ
ン

ミ
／
文
　
光
村
教
育
図
書

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
ポ
パ
イ
　
ポ
パ
イ
の

ア
リ
バ
バ
退
治
』

◎
日
時
　
10
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
20
分

午
後
2
時
〜
2
時
20
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
も
り
い
ち
ば
ん
の

お
と
も
だ
ち
』

◎
日
時
　
10
月
18
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会
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@
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o
h
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.jp

9月4日～6日、郡内三大祭りのひとつである牛倉
神社例大祭が今年も盛大に開催されました。
4日の夕方には、各地区から集まった大人みこしが

国道20号線を練り歩き訪れた観衆を魅了し、市内が
熱気に溢れていました。

手作り絵本展inうえのはら

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

8月24日～26日、もみじホールにおいて手作り絵本展inうえのはらが
開催されました。
絵本展には、全国各地から「布絵本」、「じゃばら式絵本」など、いろと

りどりの絵本約500点が展示され、訪れたお客さんを楽しませていまし
た。7月に上野原で行われた手作り絵本教室で制作された絵本の展示もあ
りました。初日の24日には第二保育所の園児が訪れ、さまざまな絵本に
触れたあと、絵本の読み聞かせをしてもらい楽しい時間を過ごしました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,480人 （＋ 1）
男 ●13,698人 （± 0）
女 ●13,782人 （＋ 1）
世帯●10,038世帯（＋ 6）
平成20年9月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●牛倉神社例大祭
9月7日、西原分団が中央市で行われた県消防団員

操法大会に東部支部の代表としてポンプ車操法の部に
出場しました。西原分団はこの大会に向け練習を重ね、
8月22日には市内の消防団幹部が練習場所の西原小
学校校庭を訪れ、練習の成果を披露しました。

●西原分団が操法訓練県大会に出場

8月31日、旧上中グラウンドを主会場に総合防災
訓練が行われました。今年は、中国四川省や岩手・宮
城内陸地震の発生の他にも、雷雨による災害も多発し
ています。日ごろから「もしも」の時に備え、各家庭
で防災対策を万全にしておきましょう。

●総合防災訓練
9月10日、帝京科学大学の教授と学生が甲東保育

所を訪れました。大学の学生が教材として作ったスラ
イドで空気について学んだあと、手作りの空気砲で紙
人形や紙吹雪を飛ばしたり、ろうそくの火を消したり
するなどの実験を行いました。

●空気について学ぼう
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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